
 

   

  

 

 

FS200 手順:
Fiery Image Enhance 
Visual Editor を使用し
て写真の画質を補正する 

 

Fiery FS200/FS200 Pro 



 

 

 

FS200 手順:Fiery Image Enhance Visual Editor を使用して写真

の画質を補正する 

  2 

  

 

機能概要 

Fiery® Image Enhance Visual Editor は、作成元ア

プリケーションでファイルを開くことなく画像のカ

ラーを調整する、簡単でインタラクティブな Fiery 

Command WorkStation® のプラグインです。この機能

は Fiery 外部サーバーでは標準ですが、組み込み型 

Fiery サーバーではオプションで、Fiery Graphic 

Arts Package および Fiery Productivity Package 

の一部です。視覚的なフィードバックを用いてリア

ルタイムの画像編集を実現するので、追加の画像編

集ソフトウェアが不要になります。 

初心者のユーザーは、Image Enhance Visual Editor 

のプリセットを使用して、エキスパート画像補正を

適用したり、補正をファイルのページ範囲に割り当

てることもできます。自動補正のデフォルトのプリ

セットは、画質を分析し、自動的に補正します。こ

の機能は、上級ユーザー向けに色調、カラー、シャ

ープさを調整する手動コントロールを備えています。 

ゴール 

 自動調整を適用する 

 肌色および赤目補正にカスタムな変更を適

用する 

その他のリソース 

その他のソフトウェア ダウンロードやトレーニング 

リソースについては、Fiery オンライン リソース

を参照してください。 

はじめに 

 Fiery Command WorkStation 5.7 ® (または

それ以降) を起動し、Fiery FS200/FS200 

Pro を実行している、少なくとも 1 つ以上

の Fiery サーバーに接続してください。 

 Fiery FS200 サーバーで Fiery Productivity 

Package をアクティベートします。 

 Fiery FS200 Pro サーバーで Graphic Arts 

Package または Graphic Arts Package, 

Premium Edition をアクティベートします。 

 サンプル ファイル 

(Connect_Alumni_Newsletter_LTR.pdf または 

Connect_Alumni_Newsletter_A4.pdf) を Fiery 

サーバーの待機キューに送ります。ファイ

ルを Command WorkStation の待機リストに

ドラッグするか、Command WorkStation 内

のインポート メニュー オプションを使用

してください。 

 キャリブレーションを行うか、Command 

WorkStation を実行しているコンピュータ

ーに適切なモニター プロファイルを適用し

ます。 

 印刷を開始する前に Fiery サーバーとプリ

ンターのキャリブレーションを行ってくだ

さい。 

 

http://efi.com/resources/fiery-online-resources/
http://efi.com/resources/fiery-online-resources/
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自動調整を適用する 
1. Command WorkStation の待機リストで Connect_Alumni_Newsletter_LTR.pdf または 

Connect_Alumni_Newsletter_A4.pdf ファイルを選択します。右クリックして「Image Enhance 

Visual Editor」を選択します。 

2. 「Image Enhance Visual Editor インターフェイス」ウィンドウが表示されたら、変更とオリジナ

ルを比較するため、「分割」表示タブを選択します。 

3. 「調整」ペインで「自動」プリセットを選択します。 

 

4. 「適用先」をクリックし、自動調整を適用するページを選択します。この例では、「全ページ」を

選択し、「OK」をクリックします。「画像が抽出できないためプリセットが適用されないページが

あります。続行しますか？」というメッセージが表示された場合は、「はい」をクリックして続行

します。 

5. すべての画像が補正され、プレビュー画像が更新されます。 

6. 各種画像を選択して、補正前と補正後を比較して確認することができます。この例では、ページ 

1 の 3 番目の画像を選択します。男性のシャツがより細部まで表現されますが、肌の色調は調整

されていません。木の葉はより感じが良くなり、背景は明るくなっています。 

  

「自動」プリセットはドキュメント内のすべての画像を分析し、必要に応じて各画像に補正を適
用します。「自動」を設定すると、分割画面インターフェイスの右側に「調整済み」の画像が表
示されます。「自動」プリセットは、赤目補正を除く Image Enhance Visual Editor の個別の
自動修正をすべてオンにします。 
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肌色および赤目補正にカスタムな変更を適用する 

1. 次に、カスタム画像補正を同じドキュメントに適用する方法を学ぶため、「ページ 3」の 2 人の男

性の画像を選択します。 

2. ズーム ツールとハンド ツールを使用して、調整する画像の位置を決めます。 

3. 「肌色シャープさ」スライダーを左側に動かします。この例では、値を「-53」に設定して、顔のみ

シャープさを減らします。 

 

4. 「ページ 5」の 5 人の少女の 1 枚目の画像を選択します。 

5. 「赤目補正」を有効にするには、「オン」をクリックします。 

6. ズーム ツールとハンド ツールを使用して、少女の目を中央に表示できるように画像の位置を決

めます。 

7. 分割画面の画像では、赤目減少が除去されます。 

 

  

肌色シャープさツールは、これまで適用された自動調整に加えて、さらに肌の色調を補正できます。 

自動的に補正されなかった領域または目が残っている場合は、赤目マーキー ツールを使用して
選択します。補正するそれぞれの目の周囲に点線のボックス (マーキー) が配置されます。追加
の選択領域をクリックしてドラッグし、赤目補正範囲をさらに特定するか、赤色の宝石など、誤
検出された選択範囲の周囲のマーキーを閉じます。選択マーキーを非表示にするには、「マーキ
ーの非表示」ボックスをオンにします。 
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8. 「ページ 7」の年配の女性の 3 番目の画像を選択します。肌の色調の彩度が高すぎ、正常に見えま

せん。 

9. 「肌色彩度」スライダーを「-35」に調整して、より自然に見えるように彩度を低くします。 

10. 保存して Image Enhance Visual Editor を終了します。 

11. 「ファイル」 > 「保存」をクリックします。  

12. Image Enhance Visual Editor を終了するには、「ファイル」 > 「終了」をクリックするか、隅に

ある赤い X をクリックします。 

13. 新しいジョブが待機リストに保存されます。 

 



 

はお客さまのビジネスの発展をお手伝

いします

 

は看板・パッケージ・繊維製品・セラミックタイル・パーソナライズされた書類の制作の

ための革新的テクノロジーを開発しています。 の提供する様々なプリンター・インク・デ

ジタルフロントエンド・総合的ビジネスソリューション及び生産ワークフローにより、生産プ

ロセスを改良・簡素化することで、印刷業界で圧倒的な競争力と高い生産性を手に入れること

ができます。詳細は： まで。

 

 

 

 

 


